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新しい婦人とは

-れからの家族・家庭
一

家族全員が作る家庭をめざして

家
事
労
働
の
合
理
化
や
少
子
化
な

ど
に
よ
り、

専
業
主
婦
の
あ
り
方
か

変
っ
て
き
て
い
ま
す。

家
庭
の
中
で、

家
族
の
世
話
を
す
る
だ
け
の
主
婦
で

な
く、

多
様
化
し
た
新
し
い

専
業
主

婦
像
か
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。

◇
◇
専
業
主
婦
と
は
◇
◇

専
業
主
婦
と
は、

家
事
・

育
児
な
ど

に
専
念
す
る
主
婦
で
あ
っ

て、

職
業
に

専
念
す
る
夫
と
対
を
な
す
も
の
で
す。

男
は
仕
事
一

筋、

女
は
家
事
や
育
児

と
い

う‘

良
妻
賢
母
型
か
長
年
続
き
ま

し
た。

現
在
で
も、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の

世
代
よ
り
上
の
世
代
は
俗
に
働
き
バ

チ

と
か、

モ
ー
レ
ツ
社
員
と
か
呼
ば
れ、

そ
の
傾
向
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す。

し
か
し、

昭
和
五
十
九
年
に
は
十
五

歳
以
上
の
女
性
の
う
ち、

雇
用
労
働
者

が
家
事
専
業
者
を
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま

す
が
上
回
り
ま
し
た。

こ
れ
は
戦
後
初

め
て
の
こ
と
で
す。

時
代
は
変
わ
っ

て

き
ま
し
た。

一

口
に
”
専
業
主
婦
“

と
い
っ

て
も

さ
ま
ざ
ま
で
す。

兼
業
主
婦
と
の
大
き

な
相
違
は、

家
に
い
る
時
間
の
差
と
拘

束
さ
れ
て
い
な
い

自
由
で
す。

自
由
時

間
の
過
し
方
に
よ
っ

て、
「
趣
味・
ス
ポ

ー
ツ
グ
ル
ー
プ
」
「
学
習
グ
ル
ー
プ
」
「
婦

人
会
な
ど
の
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
」
「
ボ

専

業

主

婦

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
」

に
大
別
で
き
ま
す。

又、

子
供
か
小
さ

い
か
ら
家
に
い
る
パ

ー
ト
予
備
軍
も
多

い
。

家
に
い
て、

習
い
ご
と
や
好
き
な

こ
と
を
楽
し
く
し
て
い
る
恵
ま
れ
た
少

数
派。

子
供
に
手
が
離
れ
る
と、

P
T

A
活
動、

地
域
活
動、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ

と
広
げ
て
い
く
人
も。

今
盛
ん

に
各
市
町
村
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い
る

誦
人
講
座
に
参
加
し
て、

自
主
グ
ル
ー

プ
ヘ

発
展
す
る
知
性
派
タ
イ
プ
も
最
近

は
多
く
な
っ

て
い
ま
す。

し
か
し、

こ
れ
ら
も
夫
の
健
康
に
気

づ
か
い
な
が
ら、

子
供
の
病
気
の
看
護、

老
親
の
世
話
や
近
所、

親
戚
づ
き
あ
い

が
重
な
る
と、

自
分
の
時
間
を
見
失
な

い
が
ち
に
な
り
や
す
い
。

◇
◇
専
業
主
婦
の
自
立
は
◇
◇

各
地
で
開
か
れ
て
い
る
講
演
会
な
ど

で
講
師
の
先
生
か
た
は、

人
生
八
十
年

設
計
を
盛
ん
に
説
い
て
お
ら
れ
ま
す。

未
っ

子
の
就
学
す
る
三
十
代
中
ご
ろ
か

ら
の
四
十
年
を
い
か
に
生
き
る
か
で
す。

専
業
主
婦
の
場
合
は、

何
よ
り
も、

夫
や
子
供
に
依
存
し
て
い
る
生
き
方
か

ら
解
放
さ
れ
て
こ
そ、

本
当
の
自
立
と

い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。

自

立
に
は、

経
済
的、

社
会
的、

精
神
的

自
立
か
あ
り
ま
す。

精
神
的
自
立
と
は‘

夫、

子
供
か
ら
自
立
し
て、

人
間
と
し

て
生
き
る
こ
と
で
す。

0
0
さ
ん
の
妻

や
夫
人
で
は
な
く‘

△
△
君
の
お
母
さ

ん
で
も
な
い
。

姓
名
で
の
お
つ
き
あ
い

が
で
き
る
人
間
関
係
が
理
想
で
す。

専

業
主
婦
の
多
く
は
経
済
的
自
立
を
確
立

し
て
い

ま
せ
ん
が、

婦
人
学
級
・

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
の
参
加
は、

専

業
主
婦
に
社
会
へ
の
目
を
開
か
せ
る
糧

と
な
る
で
し
ょ
う。

◇
◇
生
き
が
い
を
見
つ
け
よ
う
◇
◇

夫
か
会
社
人
間
に
な
り、

子
供
も
自

分
の
世
界
を
持
つ
こ
ろ、

「
専
業」
す
る

対
象
が
な
く
な
り、

自
分
の
存
在
感
に

疑
問
を
持
ち、

も
っ

と
人
間
ら
し
い
生

き
方
を
模
索
す
る、

い
わ
ゆ
る
「
妻
た

ち
の
思
秋
期
」

に
陥
い
ら
な
い
た
め、

他
人
に
た
よ
ら
ず、

人
生
を
生
き
て
い

け
る
よ
う
生
き
が
い

を
み
つ
け、

自
分

自
身
を
向
上
さ
せ
よ
う。

そ
し
て、

家

族
が
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し、

自
分

た
ち
の、

自
分
た
ち
に
よ
る
家
庭
を
築

こ
う。

隣
り
の
芝
生
は、

い
つ
で
も
隣

り
の
芝
生
で
あ
り
続
け
る
の
だ
か
ら
I.

（
編
集
員

田
口
和
子）
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